
2024年度 第 1回 博士キャリアカフェ 

 

専門を活かす～たとえば、化学者×園芸家なら～ 

 

【開催日】2024年 6月 28日（金）12：15～13：15 （オンライン開催） 

【講師】 高木 阿久斗 先生（株式会社プランテリア 代表取締役） 博士：工学 

 

 

今回は，2018年 3月に同志社大学大学院理工学研究科応用化学専攻博士後期課程を修了後，同年 4月に総合園

芸会社株式会社プランテリアに入社され，現在は，同社の代表取締役及び奈良先端科学技術大学院大学特任助教

（先端科学技術研究科物質創成科学領域）として，会社経営と研究に取り組んでおられる髙木阿久斗先生にご講

演を頂きました。 

 

1. 自己紹介 

皆様，こんにちは。本日は，「専門を活かす～たとえば、化学者×園芸家なら～」というテーマで講演をさせて

頂きます。私は，同志社中学校，高校を経て，同志社大学理工学部機能分子・生命科学科に入学しました。そし

て，大学で化学を学んだことで，学問に対する興味が湧き，博士前期課程，後期課程に進みました。ただ，自分

の考え方が偏らないようにしたいという思いもあり，副専攻では，グローバル・リソースマネジメント（GRM）を

履修し，多文化共生やインフラについても学びました。そして，2018 年 3 月に工学の博士学位を取得しました。

大学院を修了した後は，企業や研究機関に入りたいとも考えたのですが，父が経営していた総合園芸会社に 4月

から入社し，同年の 10 月末に代表取締役に就任しました。これにより，父と二人で会社を代表する形になりま

した。高校の時から，造園の手伝いの経験もあったため，1 級造園施工管理技士の資格も取りました。その後，

2023 年 4 月から本学の特定業務職員(実験実習支援要員)に，同年 6 月から奈良先端科学技術大学院大学の特任

助教に着任しました。奈良先端科学技術大学院大学は，生駒市にある国立大学ですが，バイオに関する研究が盛

んに行われています。私が植物を扱う会社の代表であることに加え，光化学についても勉強をしてきたことから，

バイオ系の先生からお声がけを頂きました。このように会社と大学の双方に携わっていることから，1 週間のス

ケジュールはどうなっているのかと思われるかもしれません。実際に，一部では重複している部分もありますが，

月曜日から水曜日は会社がメインで，木曜日と金曜日は同志社大学で働き，実験を教えたりしています。また，

自分で会社を経営しているので，土曜日と日曜日も仕事をしたり，大学での実験について考えたりしています。 

 

2. 本業＋副業のメリットとデメリット 

 次に，本業＋副業のメリットとデメリットですが，アディーレ法律事務所苫小牧支店の HP

（https://tomakomai.adire.jp/column/621/）に記載してある「副業のメリット・デメリットや注意点について

解説！」を基にお話したいと思います。まず，メリットとして，「仕事を増やすことにより収入を増やすことがで

きる」というのが挙げられておりますが，これに関しては，あまり実感はありません。これをメリットと感じて

いないというか，メリットととらえるのであれば，あまりお勧めはしません。次に「本業では得られない知識や

経験を得ることができ，スキルアップ・キャリアアップにつながる」という点ですが，これはそうかなと思いま

す。色々なことを組合せることで，新しい自分になることができるような気がします。また，「収入額を気にせず

「やりたいこと」に挑戦できるため，自己実現の追及や幸福感の向上につながる」という点については，自分に

もあてはまります。本当にやりたいことをやれる人生であれば良いなと常々考えています。さらに，「本業での収

入を得ながら，転職や起業等の準備を余裕をもって進めることができる」という点は，これはスキルアップやキ

ャリアアップにも関連しますが，1つのことだけではなく複数をやることで，モチベーションも上がってきます。

そのため，自分で何か新しいことをしたいなと思った時には，一歩を踏み出せるのではないでしょうか。 

次にデメリットですが，「本業と副業をこなすため，労働時間が長くなり，過重労働となる可能性がある」とい

う点では，確かに労働時間は長くなっています。自分の好きなことに携わる時間が増えているのであれば，心は

それほど負担に感じないのではないかと思いますが，働き過ぎて健康を害するようなことがないように気を付け

https://tomakomai.adire.jp/column/621/


る必要があります。また，「十分な休息を取れないことで生産性が落ちる可能性がある」という点ですが，これは

確かにそうで，私自身も頭の中がいっぱいになって，生産性が落ちていると感じる時があります。ただ，進めて

いくうちに自分なりに調整していけば，そうならなくなります。 

 

3. 自身の仕事について 

 ここからは，自分の仕事についてご紹介したいと思います。まず，園芸会社の仕事ですが，花や観葉植物の苗，

切り花等を市場で仕入れて店舗で販売するという業務があります。セリで落としたり，生産者の方から直接仕入

れたりして，お店に商品を並べています。また，園芸店以外にも，造園工事もやっています。少し前になります

が，高槻市には，JRと阪急の駅の間に大きな公園が完成しました。ここの植栽工事も行いましたし，高槻市の文

化施設の工事も担当しました。これらは公共事業のため，色々な業者が参加する入札が行われるのですが，「この

仕事であれば，この価格だろう」ということを予想する積算能力が必要になります。そして，見積もり金額を入

れて，ぴったりと積算できている会社の中から，クジで選び，仕事が割り振られるということになります。また，

社内では，従業員のことや働き方について考えていますが，社外では，地域の商工会や観光協会，造園組合，銀

行等とのやり取りを常に行っているような感じです。対外的なコミュニケーションの場が多いことから，スマホ

でメールを打ったり，電話をしたりする時間が長いです。 

次に大学教員としての仕事ですが，主に同志社大学の学生の実験指導がメインになります。私の出身の研究室

は，ナノテクノロジーやバイオテクノロジーに関する研究に取り組んでおり，研究室に所属している学生の実験

の手伝いや論文の書き方の指導に加え，同志社大学と奈良先端科学技術大学院大学の共同研究にも携わっていま

す。より具体的にお話しますと，自身の専門は有機化学で，主に色素材料を扱っており，有機半導体の材料とし

て使用されるような化合物の合成や合成したものの測定をしています。学生の実験と並行して自分の実験を行っ

たりすることもあります。また，奈良先端科学技術大学院大学については，本当に偶然なのですが，私が植物関

係の会社を経営していることと，色素や光化学を専門としているということでお誘いを頂き，光る植物の開発に

取り組もうとしています。植物を光らせることで，人が見て楽しい植物であったり，街灯ほどは強くない光で街

を照らすことで電力消費を削減したりというアイデアを考えています。具体的に説明しますと，光るキノコがあ

るのですが，このキノコの中から遺伝子を取り出し，植物に入れることで，発光が可能になります。さらに今回

の技術では，タンパク質の構造を変えることにより，発光色を変えられるという特徴もあります。既に，ゼニゴ

ケ，シクラメンやペチュニアのような観葉目的の植物の花を発光させることに成功しています。また，植物を用

いた実験では指標として用いられるタバコ，樹木であるポプラの木を発光させることも可能になりました。大学

の教員で立ち上げた事業のため，どのように社会へ展開するかについて，事業計画等についても一緒に考えてい

きたいです。このような機会に逢うことは，これまで全く予想しておらず，植物が発光することも知りませんで

した。本当に偶然なのですが，色々なことに取り組んでいると思いもしないところでチャンスがあると気付きま

した。 

 

4. 思うこと・伝えたいこと 

 私は，現在の社会は暫定的なものと思っています。このように AI が広く普及するとは誰も思っていなかった

でしょうし，これが発展することで無くなる仕事もあれば，新たに生み出される仕事もあります。ただ，色々な

ことに取り組めば取り組むほど，色々な変化にも上手に対応できるのではないかと考えています。そして，これ

らについては，無理なくやることも大事です。前にも述べましたが，頑張り過ぎて体を壊してしまうと元も子も

ないので，頑張ることは重要ですが，無理のない範囲が良いかもしれません。本日の参加者の多くは，学生の方々

かと思いますが，今は時間がある時ですので，自分の専攻だけではなく，興味のあることについても積極的に学

ばれた方が良いのではないでしょうか。 

 

※ ご講演の後，参加した学生との間で質疑応答も行われましたが，内容については，省略します。 

【文責：高等研究教育院 加治木紳哉】 

 

 

 



 

 


